
運動方針の中に、「よりよい社会を実現する取り
組み」を課題として掲げている。 
組織理念を拠り所としつつ、労働協約の基本理念
と並んで重要な理念として、社会にコミットする
「よりよい社会を築くために」基本考えを制定。   
          「よりよい社会担当」を 
           置き、取り組んでいる。 

キリンビール労働組合 

１．取り組みの位置づけ​ 

社会について考え、行動するきっかけが常にある 
～“社会関与”の取り組み事例～​   

■「よりよい社会」の実現に向けての取り組み 

２．社会関与の高い背景 

４．具体的なエピソード 

■年に２回の「愛のカンパ」 

ヒアリングをもとに、（公社）国際経済労働研究所 作成 ​ 

■「社会について考えよう」 
毎年、支部代表者会議で議論を実施。担当から
提起したテーマについて理解を深め、意見交換
を実施。フード連合の活動を通じて地域活動に
参加することも。 

■会社も「健康」「地域社会への貢献」を特に取
り組むと宣言 
 
 

■支部のパワーアップ予算​ 

約70年の歴史のある活動。年に２回カンパを行い、
１回は「「地域社会貢献」として地域ごと福祉施設など
寄付先を探して寄付、もう1回は「国際貢献」に充当
（2018 年はミャンマーの養育支援施設への支援）。 
※キリングループ労協（キリングループの21の労働組合で組
織）の取り組み。 

支部主催で支部のパワーアップにつながる企画を行う場合、
支部に対して本部から費用支援を行う (上限10万円)。 
「よりよい社会を築くための活動」(ボランティア活動など)も、
この費用支援の対象。 

ex.都道府県ごとの限定一番搾りを発売（2016～17年） 

この取り組みによって、社員一人ひとりが地域
との繋がりをより意識することに。 
地域との絆を深めるきっかけとなった。 

■常に、社会について考え、行動する！ 

支部代表者の会合で、社会について考えるテーマ
で毎年ディスカッション  

・ディーセントワーク 
・ＳＤＧｓ（※） など 

※「Sustainable Development 
 Goals（持続可能な開発目標）」の略称。2015年9月の
国連サミットで採択、国連加盟193か国が2016年～2030
年で達成するために掲げた目標。 

目の前にある自分の「幸せ」だけでなく、様々
な「つながり」の中にある「幸せ」とその有り
難さを実感し、行動することで実現するもの。 

キリンビール労働組合 
中央執行委員長 山田 俊和様 
中央執行委員  中野 麻子様 
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「よりよい社会」 
って？！ 

ビジョンは理念を
追求するための 

道しるべ 

例えば・・・ 
キリングループ労働組
合協議会として取り組
む「愛のカンパ」では、
集まったお金は各地域
の福祉施設等への寄
贈品等に役立てている。 
→組合員にグループ労
協の広報誌でフィード
バック。 

■ 機関誌を中心に「見える化」  

３．組合からの情報発信​ 

​５．その他 

最近のテーマの例 

■継続することが重要 

東日本大震災が発生した年、本部役員全員で仙台工場
を訪問するとともに、連合の救援ボランティアにも積極的に
参加。以降、毎年3.11 に、労組ホームページにて委員長
メッセージを発信。 

震災が起きた年にも、組織として予定していた活動をしっかり遂行すること
が重要と考え、多少遅れたものもあったものの、取り組みをやり切った。 

キリンビールは100円、200円の商品を
毎日、全国各地のお客様にお買い求め
いただくことで成り立っている会社。
そのことへの誇り、商品をご愛飲いた
だけるお客様に対する感謝の想いを
持って、日々の仕事に取り組んでいま
す。商品が広く社会にいきわたること
が、社会への貢献にもつながると考え
ています。 


